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熱伝導率の比較

スーパー断熱工法 0.081
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1.600

押出法ポリスチレンフォーム保湿板1種

吹付け硬質ウレタン硬質フォーム1種1号

住宅用グラスウール断熱材(10K相当)

石膏ボード

単層弾性塗材

窯業系サイディング

軽量気泡コンクリート板(ALC)
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熱伝導率（W/m・K） 熱伝導抵抗（m2・K/W）

Z-wall
（Z-wall＋ドリームコート）

①セメントモルタルやコンクリート面は含水率8％以下、pH10以下になるまで乾燥させてください。
②躯体や構造からの漏水がある場合、止水処理を十分行ってください。
③躯体含水率が高い場合、断熱機能が十分でない結露の多い建物、換気効率の十分でない建物、漏水
箇所の止水処理が十分でない場合、居住者の方の生活環境などの違いなどで、塗膜の持つ透湿性能
以上の水蒸気量発生の場合は、塗膜がふくれることがあります。

④気温5℃以下、湿度85％以上、降雨、降雪、強風が予想される場合は塗装をしないでください。
⑤旧塗膜の劣化が著しい部分はサンダー、ワイヤーブラシ等で除去し、加圧水洗後十分乾燥させてか
ら塗装をしてください。

⑥気温0℃以下、40℃以上での保管は避けてください。
⑦軽量モルタル、ALCパネル、高断熱型窯業サイディングおよび発泡ウレタンなどを使用した壁断熱工
法などの「高断熱型外壁」を塗り替える際、旧塗膜が溶剤系アクリルトップである場合は蓄熱や水の
影響、塗装後の環境などいくつかの条件が重なることで、塗膜のふくれが生じることがあります。旧塗
膜をラッカーシンナー拭きして簡単に塗膜が再溶解する場合は、下塗に「マルチタイルコンクリート
プライマー EPO」を塗装してください。

⑧ハケ塗りで補修塗りを行う際、ローラー塗りとの仕上り肌や希釈率の違いによる色相差が生じること
がありますので、ご留意ください。

⑨旧塗膜がスタッコのような大柄模様のときは各工程の塗料を十分に塗り込んでください。
⑩押出成型板・GRC板などはエポキシ樹脂下塗塗料「浸透形Mシーラー」などを2～3回に分けて十分
塗付してください。

⑪弾性スタッコへの塗装はできません。
⑫素地、下地補修部へ対しましては、必ずシーラー塗装を行ってください。
⑬汚れ、傷などにより補修塗りが必要な場合がありますので、使用塗料の控えは必ずとっておき、同一
塗料、同一ロット、同一塗装方法で補修塗装をしてください。

⑭濃彩色の塗膜を強く擦ると色落ちすることがあります。衣類寝具類など接触する可能性のある部位
には使用しないでください。

⑮塗装間隔が不十分だと「中膿み」することがありますので、次工程に移る際は十分乾燥させてから行
ってください。
⑯屋外等の一時保管は、塗料の皮ばりの原因となりますので、直射日光を避け日陰の涼しい場所を選ん
でください。

アレスダイナミックシーラーアクア
水性エポキシ樹脂下塗塗料

上水　0～15％

0.12～0.18アレスダイナミックシーラーマイルド
弱溶剤エポキシ樹脂下塗塗料
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